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粕を活かして健康および健康寿命延伸を！

さまざまな食品工場副産物から
創り出す機能性食品素材

株式会社ニップン
中央研究所
イノベーションセンター

～

～

米油副産物米油副産物

コーン油副産物コーン油副産物

オリーブ油搾り粕

アマニ油圧搾粕

小麦ふすま
ワイン搾り粕
（ブドウ）

ワイン搾り粕
（ブドウ）

～

第9回 食品産業もったいない大賞 農林⽔産省大⾂官房⻑賞



2021.1.1.~
社名変更

1896 ~ 2020 日本製粉株式会社

新しい「ニップン」へ

－ 主なブランド －

総合食品メーカーへ製粉会社から
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小麦若葉

小麦胚芽油

事

業

展

開

機能性食品素材

オリーブ果実
マスリン酸

機能性表示
食品

機能性食品素材

ニップンの事業展開

胚芽の利用 小麦ふすま

事業を拡げていく中で機能性食品
素材事業が⽣まれ、成⻑してきた

機能性食品素材・機能性野菜

野菜加工食品サプリメント

1998年頃までは、⼩⻨胚芽や⼩⻨ふすま等、
⼩⻨の成分の研究や⼩⻨由来の素材開発を
⾏っていたが、セラミドの開発着⼿以降、
⼩⻨に拘らず、広く食⽤植物をターゲットと
し、副産物利⽤を積極的に開始した
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男性

⼥性

(年齢) 60 70 80 90

平均寿命と健康寿命の差 2016年
平均寿命

健康寿命

平均寿命

健康寿命

87.14

74.79

80.98

72.14

8.8年

12.4年

厚⽣労働省「健康日本21（第二次）推進専門委員会」をもとに作成

機能性食品素材の開発の背景
超高齢社会に突入した日本

医療費の増⼤＝病気の予防

食による健康の維持・病気の予防

健康寿命の延伸

しっかりした栄養･食事の摂取、食品の提供
健康機能を持った素材･食品の開発

スポーツ・運動への
関心の高まり
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食品工場副産物から創り出した
機能性食品素材

5



セラミド 米油･コーン油製造副産物

食品工場副産物から製造した機能性食品素材

オリーブ果実マスリン酸

パミスエキス

アマニリグナン

ブランエース

オリーブ油搾り粕

ワイン搾り粕

アマニ油圧搾粕

製粉工場副産物（ふすま）

素材と健康機能 素材原料由来
米米

トウモロコシトウモロコシ

オリーブオリーブ

ブドウブドウ

亜麻亜麻

小麦小麦
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美容・美肌美容・美肌

メタボ予防メタボ予防

お腹の調子お腹の調子

オーラルケアオーラルケア

ロコモ予防ロコモ予防



原料
探索

素材開発･製造の流れ

抽出
製造

健康への寄与

抽出溶媒は回収･再利⽤、
抽出残渣は溶媒を回収して肥料などに再々利⽤するので、

ほぼ廃棄物は出ない

原料
購入

機能性
食品素材
（製品）

商品

消費者

健康寿命の延伸

抽出
残渣

主に肥料
として

再々利⽤

商品

食品製造業
製油工場
ワイン醸造所
製粉工場など

再利⽤

トクホ
機能性表示食品
一般食品

溶媒回収主にエタノール

粕･副産物

溶媒回収

再利⽤



セラミド

米油･コーン油製造副産物（油滓）

美容・美肌素材

 

グルコシルセラミド

ゆさい
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セラミドの開発

原
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製
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工
程

1998〜

様々な油滓
飼料

ゆさい
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一般的な食⽤油の製造工程

当初、セラミドを⼩⻨ふすまからの抽出を試みた

セラミド含量が0.03%と低く、高コストとなってしまった



セラミドの開発
 

グルコシルセラミド

1998〜
原料の選定原料の選定

製造化

健康機能の証明製油工場油滓

帯広畜産⼤学、東北⼤学

皮膚保湿効果の検証
京都⼤学、東京⼤学

定量分析法の開発

低コストでの
素材製造法の開発

輸送･保管

臨床試験臨床試験

原料採取

当社買い取り

委託工場

2000年上市

委託製造

作⽤メカニズムの解明

美容･美肌素材
ニップンセラミドシリーズを開発

米由来、トウモロコシ由来
の2種類

米油工場
コーン油工場

10



ニップンセラミドの展開: 採⽤･使⽤商品

韓国トクホ

2019年
1月1日発売

との共同開発
ポーラ･オルビスHD

オルビス㈱
「ディフェンセラ」

日本初の肌トクホ発売機能性表示食品

2011年〜

トクホ

北米への展開

食品･健康食品

機能性表示食品制度の施⾏(2015)以降、使⽤商品が多く届出され、出荷が増加している
当社セラミドは、化粧品メーカーとの共同開発により、日本初で唯一の肌トクホ発売につながる
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オリーブ果実マスリン酸

オリーブ油搾り粕

ロコモ対応素材

マスリン酸
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オリーブ果実マスリン酸の開発

小豆島以外の島での栽培増加
⾹川（小豆島）の⽣産量増加

出典︓ ⾹川県農政⽔産部資料平成28年度

オリーブ⽣産オリーブ⽣産

JA⾹川・小豆島の個人農家さん

2007〜

オリーブ果実オリーブ果実

オリーブ油

収穫収穫

搾油

オリーブ油搾り粕オリーブ油搾り粕

年間数⼗トン発⽣年間数⼗トン発⽣

⾹川県

すべて野積み
＝堆肥となっていた

東洋オリーブ㈱と協⼒

搾り粕
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オリーブ果実マスリン酸の開発

オリーブ油搾り粕

マスリン酸

原料の選定・成分分析

ロコモ対応素材
オリーブ果実マスリン酸を開発原料採取・保管⽅法の検討

当社買い取り

50％以上が水分で
腐りやすい

製造化
素材製造法の開発

マスリン酸という成分
の発⾒

健康機能性の証明
東京⼤学、筑波⼤学、
兵庫県⽴⼤学

2015年上市
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オリーブ果実マスリン酸の開発

現在、「筋⾁の維持」で機能性表示は届出受理されて可能となっており、
関節炎予防効果の検証を進め、関節での機能性表示も目指す

－ 採⽤･使⽤例 －
－ 素材パンフレット － （台湾）

⾥仁事業股份
有限会社
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